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ロボットと呼ばれる現代技術は 20 世紀の後半に誕生し急速に進歩した．そして 21 世紀の前半にはさま

ざまなロボットが日常生活のなかに導入され，人間の生活様式を変えることさえも期待されるようになっ

た． 

 ロボットは総合技術であり，多くの要素をシステム化して構築される．その主な応用分野は作業の自

動化と知能化であり，自動車産業や電子工業における製造技術の革新を支えてきた．しかし，いまやパー

ソナルロボットや人間型ロボットなどが実現されるにいたって，その応用分野も，非製造業におけるサー

ビスや人々の生活支援へと拡大し，ロボットは情報ネットワークと接続される新しいアクティブな情報通

信端末としての可能性をも示すようになった．次世代のロボットはあきらかに実世界情報システムとして

その受け持ち範囲を拡大しつつ発展していくものと考えられる．さらに，そのような認識行動計算システ

ムとしての新世代ロボットが普及し使用される未来社会では，ロボットと人間との関係は，労働インフラ

面，認知心理的側面，法律経済学的側面，安心安全システム，アート・デザイン・コンテンツ，文学演劇，

スポーツ科学，等々，多方面の学問を総合したいわば人間学の課題として取り上げられるであろう． 

 本講演は、昭和４０年大学院に進学したとき以来定年退官するまで取り組んできたロボティクスの研

究について行った、最終講義の再演である。学生と共に自らが手がけてきたロボティクスの諸様相につい

て、目で見るロボットの発達史としてビデオで紹介し、併せて、ロボット学の将来を展望したいと思う。 
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（日本学術振興会監事、東京大学名誉教授） 

 

略 歴： 

昭和４５年３月 東京大学大学院工学系研究科博士課程修了・工学博士 

     昭和４５年４月  通産省工業技術院電子技術総合研究所、知能ロボット研究に従事 

     昭和５２年４月 東京大学工学部機械工学科 助教授 

     昭和５９年８月 東京大学工学部機械工学科 教授 

     平成１３年４月 改組により情報理工学系研究科知能機械情報学専攻に配置換 

     平成１６年４月 独立行政法人日本学術振興会監事 

     平成１６年６月 東京大学名誉教授 
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